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The Development of EU Law by Analogies of Domestic Law Principles :


























































鋼共同体（European Coal and Steel Community, 
ECSC）」に続いて、58年に「欧州経済共同体
（European Economic Community, EEC）」およ


















































































判所（International Court of Justice, ICJ）ICJ
規程第38条１項 c としての「文明国が認めた法

































EC 法の優位性の原理（a doctrine of supremacy 


















































































































































































度枠組（the single institutional framework）」
という（第 E 条）。このような独特の権限配分
に基づいて、形式上は「機関間均衡（the 
institutional balance）」が EC においては図られ
るに至っている28。また、連合の目標を定めた
第 B 条の第３段落において、構成国国民を「連









愛着を確認（CONFIRMING their attachment 
to the principles of liberty, democracy and 
respect for human rights and fundamental 









































よる「EU 基本権憲章（Charter of Fundamental 





















































































































交 ･ 安全保障政策（the Common Foreign and 
Security Policy, CFSP）」、および「警察 ･ 刑事
司法協力（Police and Judicial Cooperation in 
Criminal Matters, PJCC）」の３本柱構造から
成っていた47。しかし、同構造は廃止され、EU
および EC の区別も廃止されて EU に一本化さ
れた。これに伴い、総則としての「EU 条約（the 
Treaty on European Union, TEU 条約）」の名
称はそのまま維持される一方、各則としてのEC
条約は「EU 機能条約（または EU 運営条約、the 













所（the Court of Justice of the European Union）」








































































































concerning the Charter of Fundamental Rights 













































































































た法の一般原則（General Principles of Law 








Court of Justice, ICJ）」第38条１項 c として、
―　　―64
今日まで受け継がれてきているのである。
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の 保 護（Schutz wohlerworbener Rechte）、 権 利 保 障
（Rechtssicherheit）、 善 意 の 保 護（Schutz des guten 
Glaubens）、法定審問（rechtliches Gehör）、『同一物につ








ま た は《 規 則 に 適 合 し た 行 政（ordnungs gemäße 
Verwaltung）》のような極めて漠然とした諸原則を、
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